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水道事業は、人口減少社会の進展による給水収益の

減少や、施設の老朽化に伴う更新需要の増大など、今後

一層厳しい経営環境を迎えることが予想されており、宮城

県では、将来にわたり安全で安心な水道水の安定供給を

継続できるよう「みやぎ型管理運営方式」を令和 4 年 4 月

1日から導入し、その事業開始式が4月12日に南部山浄 

「みやぎ型管理運営方式」では、上工下水一体化によ

るスケールメリットや事業者の創意工夫、施設の運転経

費や薬品等の調達及び設備等の更新工事費など、トー

タルコストを削減し、20年間で 300億円以上のコスト削減

が見込まれております。 

【仙南・仙塩広域水道事務所】 

水場で開催されました。式典には

村井嘉浩宮城県知事をはじめ、関

係府省（内閣府、厚生労働省、経

済産業省、国土交通省）の担当課

長、ＳＰＣ(特別目的会社)構成企

業、県議会議員に御来賓をいただ

きました。 

 

 

南部山浄水場 七ヶ宿ダム 

仙南地域のシンボルである蔵王は、地域にとって、言わば『王様』です。大河原地方振興事務所では、 

蔵王を仙南地域共有の大切な財産とし、地域の皆さまとともに、地域振興を進めていきます。 

 

 

 

 

仙南地域における、宮城県各公所の取り組みを紹介します。 

The･KING ～ 今号の注目記事 ～
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納期内納税を呼びかける横断幕 

大河原県税事務所入り口に設置されたのぼり 

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
内
（
５
月
31
日
） 

納
税
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施 

 

に
着
手
し
、
通
行
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
６
月
30
日
に
通
行
止
め
を
解
除

し
ま
し
た
。
残
り
の
本
復
旧
工
事
に
つ
い
て

は
、
今
年
11
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。 

 

【
大
河
原
土
木
事
務
所
】 

応急復旧工事 角田市道「枝野橋」 

 

ています 

応急復旧工事の完了状況 

 

ています 

権
限
代

行
に
よ

る
初
め

て
の
市

町
村
道

災
害
復

旧
事
業

と
し
て

応
急
復

旧
工
事 

宮
城
県
の
権
限
代
行 

角
田
市
道
「
枝
野
橋
」
の
災
害
復
旧
事
業 

今
年
度
、
自
動
車
税
種
別
割
は
県
全
体

で
約
94
万
台
、
約
３
３
７
億
円
が
課
税
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
内
、
大
河
原
管
内
に
お

い
て
は
約
６
万
１
千
台
、
約
22
億
３
千
万

円
を
課
税
し
ま
し
た
。
納
め
て
い
た
だ
い

た
自
動
車
税
種
別
割
は
復
興
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
県
事
業
の
貴
重
な
自
主
財
源
と

な
り
ま
す
。 

県
税
の
納
期
内
納
税
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
今
年
度
も
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協

力
を
賜
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

納
期
内
納
税
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

【
大
河
原
県
税
事
務
所
】 

く
ら
し
・ 

環
境 宮

城
県
で
は
県
税
収
入
の
約
11
％
を

占
め
る
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
内
納
付

率
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
５
月
に
「
自

動
車
税
種
別
割
納
期
内
納
税
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

大
河
原
県
税
事
務
所
に
お
い
て
は
、
管

内
の
主
要
企
業
と
公
共
施
設
等
に
対
し
て

納
期
内
納
税
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
同
庁
舎
内

に
納
期
内
納
税
を
呼
び
か
け
る
横
断
幕
等

を
設
置
し
、
来
庁
者
の
皆
様
へ
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
た 

防
災
・ 

安
全 

 

阿
武
隈
川
に
架
か
る
角
田
市
道
「
枝
野
橋
」

は
，
今
年
３
月
16
日
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地

震
に
よ
り
、
橋
脚
の
ひ
び
割
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
剥
離
や
鉄
筋
の
は
ら
み
出
し
等
の
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、
翌
日
17
日
か
ら
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

こ
の
橋
は
、
角
田
市
の
防
災
上
重
要
な
道
路

で
あ
り
、
下
流
側
に
あ
る
主
要
地
方
道
角
田
山

元
線
「
角
田
橋
」
の
迂
回
路
や
通
学
路
と
し
て

の
利
用
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
通
行
規
制

解
除
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

本
路
線
の
県
管
理
道
路
と
の
連
続
性
や
代
替

性
、
施
工
に
高
度
な
技
術
力
を
要
す
る
こ
と
等

も
あ
り
、
角
田
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
県
の 
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ナ
ゾ
解
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

「
県
南
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
せ
！
２
０
２
２
」 

ご当地キャラクターを探せ！ポスター 

 

除雪車によって雪を掘り下げ徐々に雪の壁が造られます 

 
 

 

丸森町の「ナゾ」 

 

ていま 

観
光
・
文
化蔵

王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
が
開
通
し
ま
し
た 

 

 

詳細は 

こちらから 

蔵王の御釜 

今
年
は
降
雪
量
が
多
く
、
名
物
で
あ

る
道
路
脇
の
雪
の
壁
は
、
例
年
よ
り
高

く
最
大
10.6
ｍ
程
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
夏
山
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
、
快
晴
時
に
は
お
釜
を
は
じ
め
と
し

た
蔵
王
連
峰
に
加
え
、
遠
く
は
朝
日
連

峰
の
絶
景
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

【
大
河
原
土
木
事
務
所
】 

仙
南
地
域
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ

る
「
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
（
主
要
地
方
道
白

石
上
山
線
）
」
は
、
令
和
３
年
11
月
５
日
よ

り
、
み
や
ぎ
蔵
王
す
み
か
わ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

入
口
か
ら
山
形
県
境
ま
で
の
区
間
で
冬
期

通
行
止
め
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
去
る
令
和

４
年
４
月
23
日
に
開
通
し
ま
し
た
。 

当
日
の
開
通
式
典
は
、
強
風
に
加
え
濃
い

霧
に
包
ま
れ
視
界
が
悪
い
中
、
例
年
よ
り
規

模
を
縮
小
し
、
屋
内
で
神
事
を
行
い
開
通
と

蔵
王
連
峰
の
山
開
き
を
宣
言
し
、
駐
車
場
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
き
を
行
い
ま

し
た
。 

県
南
エ
リ
ア
９
市
町
を
舞
台
に
、
「
ナ
ゾ
」
を
解

い
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
隠
れ
て
い
る
場
所
を
巡
る

ナ
ゾ
解
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
今
年

は
、
県
制
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、
「
ナ
ゾ
」
に
県

南
の
歴
史
に
関
わ
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
キ

ー
ワ
ー
ド
と
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
64
名
様
に
温
泉
宿
泊
券
な
ど
の
豪
華
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。 

●
開
催
期
間
／
７
月
１
日
（
金
）
～
９
月
30
日

（
金
） 

●
応
募
用
紙
／
県
内
の
観
光
施
設
に
て
設
置
。
も

し
く
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

●
問
合
せ
先
／
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部 

☎
０
２
２
４
（
５
３
）
３
１
８
２ 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 
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仙
南
地
域
に
は
、
多
様
な
「
も
の
づ
く
り
」
の
製
造

拠
点
が
集
積
し
て
お
り
、
地
域
経
済
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
一
方
、
人
口
減
少
や
少
子
化
等
の

社
会
的
課
題
も
背
景
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
事
業
者
の

人
材
確
保
や
技
術
継
承
等
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。 そ

こ
で
、
本
地
域
の
若
年
層
が
幼
少
期
か
ら
も
の
づ

く
り
に
対
す
る
興
味
関
心
を
持
ち
、
将
来
的
に
本
地
域

内
で
優
れ
た
も
の
づ
く
り
人
材
へ
と
育
っ
て
い
く
契
機

と
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
対
し
て
も
本
地
域
内
の

も
の
づ
く
り
企
業
の
認
知
度
向
上
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
小
中
学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
て
、
仙
南
地
域
内

の
も
の
づ
く
り
企
業
の
工
場
見
学
、
体
験
等
を
行
う
「
せ

ん
な
ん
工
場
探
検
隊
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

■
開
催
期
間 

令
和
４
年
７
月
26
日
（
火
） 

か
ら
８
月
23
日
（
火
）
ま
で
、
計1

5

回 

計
21
回
開
催 

■
参
加
企
業 

 

・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式
会
社 

・
ホ
ー
チ
キ
株
式
会
社 

宮
城

事
業
所
・
株
式
会
社
マ
ト
ロ
・
株
式
会
社
ア
ス
テ
ム
・
株
式
会
社
コ
イ
ワ
イ 

宮
城
工
場 

・
プ
ラ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社 

仙
台
事
業
所  

・
株
式
会
社
五
洋
電
子 

仙
台
工
場 

 

※
好
評
に
つ
き
、
申
込
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

両
日
と
も
同
じ
内
容
に
な
り

ま
す
の
で
、
本
校
に
興
味
が
あ
る

方
や
入
学
を
検
討
さ
れ
る
方

は
、
御
都
合
の
よ
い
日
に
御
参
加

く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。 

詳
し
く
は
本
校
の
Ｈ
Ｐ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
御
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

    

【白
石
高
等
技
術
専
門
校
】 

 

     

【
白
石
高
等
技
術

専
門
校
】 

 

詳細は 

こちらから 

せ
ん
な
ん
工
場
探
検
隊 

～
夏
休
み
に
親
子
で
工
場
見
学
し
よ
う
！
～ 

 

商
工
業
・ 

雇
用

白
石
高
等
技
術
専
門
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
２
を
７
月
23
日(

土)

及
び
８
月

20

日(

土)

に
開
催
し
ま

す
。 オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
訓
練
内

容
や
学
費
、
入
試
日
程
、
修
了
後
の

就
職
状
況
な
ど
を
説
明
す
る
「
全
体

説
明
」
、
各
実
習
場
を
見
学
す
る
「
施

設
見
学
」
、
各
科
ご
と
に
40
分
程
度

の
実
習
が
体
験
で
き
る
「
体
験
実

習
」
、
学
校
生
活
や
学
費
の
減
免
等

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
個
別
相

談
」等
を
実
施
し
ま
す
。 

 白
石
高
等
技
術
専
門
校 オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
２ 

 

訓練科の特徴等について説明 

 

 

詳細は 

こちらから 

ＮＥＣプラットフォームズ株式会社 見学内容 

 

 

体験実習 

 

 

商
工
業
・ 

雇
用 
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棚田風景 

 

ていま 

丸
森
町
大
内
青
葉
地
域
が 

県
内
初
の
指
定
棚
田
地
域
と
な
り
ま
し
た 

今
回
の
地
域
指
定
に
よ
り
、
貴
重
な
国
民
的
財
産

で
あ
る
棚
田
を
保
全
し
な
が
ら
、
農
産
物
の
生
産
だ

け
で
な
く
、
観
光
や
都
市
農
村
交
流
等
の
取
組
を
通

じ
た
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
、
棚
田
を
核
と
し
た
一

層
の
地
域
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
農
村
整
備
部
】 

宮
城
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る

丸
森
町
大
内
青
葉
地
域
が
、
こ
の
た

び
、
県
内
初
の
「
指
定
棚
田
地
域
」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
当
地
域

は
、
現
在
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
「
え
ご
ま
」
栽
培
作
業

の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
や
、

地
場
産
野
菜
の
販
売
を
行
う
地
域

イ
ベ
ン
ト
「
青
葉
温
泉
カ
フ
ェ
」
と

の
連
携
な
ど
、
地
域
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

えごまの収穫作業 

 

ていま 

農
林
畜
産
業 

昨
年
は
春
先
に
続
い
た
低
温
の
影
響
を

受
け
、
全
国
的
に
り
ん
ご
や
な
し
、
さ
く

ら
ん
ぼ
な
ど
の
果
樹
で
凍
霜
害
に
よ
る
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

仙
南
地
域
で
も
特
に
蔵
王
町
や
角
田
市

で
生
産
さ
れ
る
「
な
し
」
で
は
大
き
な
被

害
が
あ
り
、
出
荷
量
は
例
年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
果
実
が
全
く
実

ら
な
い
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
産
者

は
翌
年
（
令
和
４
年
）
の
収
穫
に
向
け
、

こ
の
一
年
、
懸
命
に
栽
培
管
理
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

今
年
の
春
も
低
温
に
よ
る
被
害
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
被
害
軽
減
対
策
に
取
り 

令
和
３
年
春
の
果
樹
凍
霜
害
を
乗
り
越
え
て 

一斉に開花するりんごの花 

組
ん
だ
ほ
か
、
昨
年
に
比
べ
る
と
低
温
の

日
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
こ
の

ま
ま
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
平
年
並
み
の

出
荷
量
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

生
産
者
は
、
果
実
が
ま
だ
小
さ
い
う
ち

に
適
切
な
量
を
木
に
つ
け
さ
せ
る
摘
果
作

業
を
行
う
な
ど
、
高
品
質
の
果
実
を
収
穫

す
る
た
め
、
適
期
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

美
味
し
い
果
実
が
た
わ
わ
に
実
る
「
仙
南

の
秋
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
振
興
部
】 

満開を迎えたなし園 
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丸
森
町
全
域
で
の
た
け
の
こ
出
荷
再
開
に
つ
い
て 

 

 

                           

                             

 

 

                           

    

                              

査
機
に
よ
る
全
量
検
査
を
条
件
と
し
て
制

限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
安
全
・
安
心
な
た
け
の
こ

の
出
荷
管
理
に
つ
い
て
、
生
産
者
と
関
係

機
関
が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

林
業
振
興
部
】 

放射性物質検査済のラベルを貼付したタケノコ 

出荷式のテープカットの様子 

みやぎ仙南の郷土料理である「お

くずかけ」のレシピや仙南地域でお

くずかけを提供している店舗を紹介

します。 

 

観光・イベントに関するお知らせ 

令
和
４
年
４
月
25
日
に
、
耕
野
地
区
の
放
射

性
物
質
濃
度
測
定
所
に
お
い
て
、
「
た
け
の
こ

初
出
荷
・
出
発
式
」
が
開
催
さ
れ
、
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
、
悲
願
で
あ
っ
た
丸
森
町
内
全
域
で
の

た
け
の
こ
の
出
荷
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

丸
森
町
産
の
た
け
の
こ
は
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
平

成
24
年
５
月
か
ら
町
全
域
で
出
荷
制
限
を
指

示
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
30
年
11
月
ま
で
に
安
全
が

認
め
ら
れ
た
「
耕
野
地
区
」「
丸
森
地
区
」「
小

斎
地
区
」「
筆
甫
地
区
」「
大
内
地
区
」
に
つ
い

て
、
出
荷
制
限
指
示
が
解
除
さ
れ
、
令
和
４
年

３
月
に
、
残
り
の
「
金
山
地
区
」
「
舘
矢
間
地

区
」
「
大
張
地
区
」
に
お
い
て
も
、
非
破
壊
検 

 農
林
畜
産
業 

大河原地方振興事務所公式ツイッター・インスタグラム「いいっ

ちゃね、みやぎ仙南！＃んだから～」では、宮城県南地域のいいと

こ情報を積極的に発信しています。 

 

仙南地域で愛されている「まち

のお菓子屋さん」やカフェ 60 店

舗を御紹介しています。 

猫の神様「せんにゃん」と一緒

に、スイーツ巡りをしてみてはい

かがでしょうか。 
せんなんスイーツＰＲ 

キャラクター 

せんにゃん 

みやぎ蔵王山麓に所在する白石市小原温

泉・鎌先温泉・白石湯沢温泉、蔵王町遠刈田

温泉及び川崎町青根温泉・峩々温泉の各温泉

地が連携し、「みやぎ蔵王温泉郷」として一体

的な情報発信や誘客の取組を行っています。 

「みやぎ蔵王三十六景」とは、みやぎ蔵

王を背景としたすばらしいスポットです。

仙南地域の新しい観光資源として、地域振

興を進めていくために、仙南２市７町の各

地から選定しました。 

ツイッター インスタグラム 
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に
参
加
者
は
興
味
津
々
。
さ
ら
に
６
月
な

ら
で
は
の
植
物
も
至
る
所
で
花
を
咲
か

せ
、
参
加
者
は
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
い

ま
し
た
。
蔵
王
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
の

足
で
確
か
め
る
「
蔵
王
マ
イ
ス
タ
ー
」
。

参
加
者
は
火
山
が
も
た
ら
し
た
大
地
の

営
み
を
感
じ
な
が
ら
、
蔵
王
の
歴
史
と
美

し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

１日目の広場遊び 

講師による説明を聞きながら 

ライトアップ！竹灯籠 

満
喫
！
蔵
王
の
春 

満
喫
シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
の
春
で
す

が
、
１
日
目
の
新
緑
の
御
釜
へ
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
強
風
に
よ
り
中
止

と
な
り
野
鳥
の
森
の
散
策
と
な
り
ま

し
た
。
午
後
か
ら
の
竹
灯
籠
づ
く
り

で
は
、
親
子
で
力
を
合
わ
せ
、
夢
中

に
な
っ
て
思
い
思
い
の
作
品
を
作
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
夜
は
、
利
府

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
素
敵
な

演
奏
を
聴
き
な
が
ら
の
夕
食
。 

竹
灯
籠
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
本
所
の
定
番
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ニ
ジ

マ
ス
つ
か
み
」
で
、
参
加
者
た
ち
は
お
い

し
く
命
を
い
た
だ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
併
せ
て
広
場
で
学
生
ア
シ
ス

タ
ン
ト
企
画
の
遊
び
や
、
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
道
具
で
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
事
業
名
に

恥
じ
な
い
満
喫
し
た
２
日
間
と
な
り
ま
し

た
。 

 

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

２日目のニジマスつかみ 

１
日
目
の
６
月
11
日
（
土
）

は
、
蔵
王
古
道
の
会
の
方
か
ら

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
数
万
年

前
の
噴
火
に
よ
っ
て
蔵
王
の

山
々
が
成
り
立
っ
た
こ
と
や

信
仰
の
山
と
し
て
長
い
年
月

に
わ
た
り
人
々
が
祈
り
続
け

て
き
た
こ
と
等
を
学
び
ま
し

た
。 ２

日
目
の
６
月
12
日
（
日
）

は
、
あ
い
に
く
の
雨
。
青
麻
山

を
登
る
予
定
だ
っ
た
登
山
コ

ー
ス
を
刈
田
岳
か
ら
大
黒
天

ま
で
の
コ
ー
ス
に
変
更
し
ま

し
た
。
昨
日
の
講
義
内
容
を
確

か
め
る
よ
う
な
登
山
コ
ー
ス 

刈田岳・大黒天コースの山道にて 

め
ざ
せ
！
蔵
王
マ
イ
ス
タ
ー 
子
育
て
・ 

教
育
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【編集後記】 

今号では、ナゾ解きスタンプラリー「県南ご当地

キャラクターを探せ！２０２２」についてご紹介し

ました。「ナゾ」を解きながら、仙南地域を回り、夏

の仙南の魅力を思う存分味わってみてはいかがでし

ょうか。 

 

読者の皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。 

下記までお気軽にお寄せください。 

 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 

〒989-1243 柴田郡大河原町字南 129-1 

TEL：0224－53－3182（直通） 

FAX：0224－53－3076 

E-mail：oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

ＨＰ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/ 

 

                                  

 

肉牛の部  

巡回調査 

ＴＯＰＩＣＳ 

種牛の部 集合指導会 

全国の和牛関係者が、今、最も注目しているのが、来る 10月に開催され

る「第 12回全国和牛能力共進会鹿児島大会」です。平成 29年に本県で開催

された前回大会は、仙南地域から、県代表として総合評価群（母牛の能力と

体型を競う「種牛の部」と肉質を競う「肉牛の部」の団体戦）に牛を出品し、

種牛の部全国第４位の輝かしい成績を収めました。美しい体型も、肉質の良

さも、一朝一夕には得られません。このため、仙南地域は、集合指導会で出

品候補牛の発育管理や調教技術を学んだり、巡回調査で血液検査や筋肉内の

超音波診断を行い、飼養管理に活かしています。 

秋に、良い結果をご報告できるよう関係者一丸となり邁進していきますの

で、ご期待ください。 

【地方振興事務所畜産振興部】 

 

次 号 は １ １ 月 中 旬 の 発 行 予 定 で す 

農
林
畜
産
業 

mailto:oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/

